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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルの背面に配置され、光源と反射板と導光体とを有するバックライト
とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記バックライトとの間に配置され、所定
の偏光方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの表面側の基板の外側に設けられるタッチパネルと、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記バックライトの前記反射板との間に配
置された少なくとも２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートを有することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散板または拡散シートであることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散粘着材であることを特徴とする請求項１ま
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たは２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散フィルムであることを特徴とする請求項１
から３の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　光源と、
　前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
　前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置され、所定の偏光
方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの表面側の基板の外側に設けられるタッチパネルと、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも
２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートを有することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項６】
　前記背面側の基板と前記偏光板との間に配置された前記光拡散層を備えることを特徴と
する請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記背面側の基板と前記偏光板との間に配置され前記光拡散層として作用する拡散粘着
材を備えることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　光源と、
　前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
　前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置され、所定の偏光
方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも
２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートを有し、
　前記偏光板の前記導光体の位置する側の表面に配置された前記光拡散層を備えることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　前記偏光板は、光拡散層として作用するＡＧ付き偏光板であることを特徴とする請求項
５に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　光源と、
　前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
　前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
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　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置され、所定の偏光
方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも
２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートを有し、
　前記偏光板と前記導光体との間に配置された反射偏光板と、
　前記偏光板と前記反射偏光板との間に配置された光拡散層とを備えることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項１１】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　光源と、
　前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
　前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置され、所定の偏光
方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも
２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートを有し、
　前記偏光板と前記導光体との間に配置された反射偏光板と、
　前記偏光板と前記反射偏光板との間に配置され前記光拡散層として作用する拡散粘着材
とを備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記偏光板と前記導光体との間に配置された反射偏光板と、
　前記背面側の基板と前記偏光板との間に配置された前記光拡散層と、
　前記偏光板と前記反射偏光板との間に配置された前記光拡散層と、
　前記反射偏光板と前記導光体との間に配置された前記プリズムシートと、
　前記プリズムシートと前記導光体との間に配置された前記光拡散層とを備えることを特
徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記光拡散層の１つとして作用する拡散板または拡散シートを備えるとともに、
　前記拡散板または前記拡散シートは前記少なくとも２つ以上の光拡散層のうち最も前記
導光体に近い位置に配置されていることを特徴とする請求項５から１２の何れかに記載の
液晶表示装置。
【請求項１４】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルの背面に配置され、光源と反射板と導光体とを有するバックライト
とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記バックライトとの間に配置され、所定
の偏光方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの表面側の基板の外側に設けられるタッチパネルと、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記バックライトの前記反射板との間に配
置された少なくとも２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートと反射偏光板とを有
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することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散板または拡散シートであることを特徴とす
る請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散粘着材であることを特徴とする請求項１４
または１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散フィルムであることを特徴とする請求項１
４から１６の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　光源と、
　前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
　前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置され、所定の偏光
方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの表面側の基板の外側に設けられるタッチパネルと、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも
２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートと反射偏光板とを有
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第１の光拡散層は、前記光拡散層として作用する拡散粘着材であり、前記第２の光
拡散層は、前記光拡散層として作用する拡散板または拡散シートであることを特徴とする
請求項１８に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間に、前記偏光板が配置されていること
を特徴とする請求項１８または１９に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記偏光板は、前記第１の光拡散層として作用するＡＧ付き偏光板であり、前記第２の
光拡散層は、前記光拡散層として作用する拡散板または拡散シートであることを特徴とす
る請求項１８に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルの背面に配置され、光源と反射板と導光体とを有するバックライト
とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記バックライトとの間に配置され、所定
の偏光方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの表面側の基板の外側に設けられるタッチパネルと、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記バックライトの前記反射板との間に配
置された少なくとも２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートと前記偏光板とを有
することを特徴とする液晶表示装置。
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【請求項２３】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散板または拡散シートであることを特徴とす
る請求項２２に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散粘着材であることを特徴とする請求項２２
または２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散フィルムであることを特徴とする請求項２
２から２４の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
　光源と、
　前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
　前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
　前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光
を前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
　前記一対の基板のうちの表面側の基板の外側に設けられるタッチパネルと、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置され、所定の偏光
方向の偏光を吸収する偏光板と、
　前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも
２つ以上の光拡散層とを備え、
　前記少なくとも２つ以上の光拡散層は、第１の光拡散層と第２の光拡散層とを有し、
　前記第１の光拡散層と前記第２の光拡散層との間にプリズムシートと前記偏光板とを有
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２７】
　前記第１の光拡散層は、前記光拡散層として作用する拡散粘着材であり、前記第２の光
拡散層は、前記光拡散層として作用する拡散板または拡散シートであることを特徴とする
請求項２６に記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置、特に透過型の液晶表示パネルを用いて透過表示と反射表示の両
方が可能な液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば携帯電話などに用いられる液晶表示装置では、暗い環境下ではバックライトからの
光を利用して透過表示を行い、明るい環境下では外光の光を利用して反射表示を行うとい
うように、透過表示と反射表示の両方を可能とした液晶表示装置がある。
【０００３】
このような透過表示と反射表示の両方を可能とした液晶表示装置には、大きく分けて次の
ような２種類の方式がある。
【０００４】
１番目の方式は、液晶表示パネル内にハーフミラーのような半透明な反射膜、またはバッ
クライトからの光を透過させる開口を設けた反射膜を内蔵した半透過型（部分透過型と呼
ばれる場合もある）の液晶表示パネルと、バックライトとを組み合わせる方式である。
【０００５】
２番目の方式は、液晶表示パネル自体は透過型のものを用い、バックライトの光源からの
光を用いる透過表示と、液晶表示パネルの前面側から入射する外光をバックライトの反射
板で反射させて用いる反射表示とを可能にした方式である（例えば、特許文献１、２、３
参照）。
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【０００６】
図９は、従来の２番目の方式の液晶表示装置の一例を説明する断面図である。
これは、特許文献１に記載された内容を簡略化して図示したものである。
【０００７】
図９に示すように、透過型の液晶表示パネル（液晶表示素子）の背面にはバックライトが
配置されている。
【０００８】
この液晶表示パネルは、シール材４によって貼り合わされた一対の基板（第１の基板１と
第２の基板２）の間に液晶層３が挟持され、背面側に位置する第１の基板１の背面には偏
光板５が、前面側に位置する第２の基板２の前面には偏光板６がそれぞれ貼り付けられて
構成されている。尚、電極、配向膜、カラーフィルタ等については図示を省略した。
【０００９】
また、バックライトは、光源９と、光源９からの光が入射される導光体７と、導光体７の
背面に配置された反射板８により構成されている。尚、導光体７はプリズム部を有してい
るが図示は省略した。また、バックライトはプリズムシートを備えても良いが、図示は省
略した。
【００１０】
そして、この液晶表示パネルは透過型の液晶表示パネルであり、光源９からの光２０を用
いて透過表示が行われる。また、液晶表示パネルの前面側からの外光２１をバックライト
の反射板８で反射させ、反射光２２を用いて反射表示も可能となっている。
【００１１】
さらに、この液晶表示装置では、輝度むらのない表示を得ることを目的として、液晶表示
パネルとバックライトとの間に光拡散板１０が配置されており、これによって光源９から
の光２０、外光２１、反射光２２を拡散させている。
【００１２】
また、特許文献２では、光反射板１０のかわりに、散乱フィラーを分散させた樹脂フィル
ムを背面側の偏光板５の下に貼り付けたものが記載されている。この位置に関してはバッ
クライトの反射板８と前面側の偏光板６との間であれば任意の位置に配置しても良いこと
が記載されている。また、散乱フィラーを分散させた粘着材により形成した拡散層により
前後の部材（例えば図示しない反射偏光板とλ／４位相板または捩れ位相板）を貼り合わ
せても良いことが記載されている。この拡散層の目的も輝度むらのない表示を得るためで
ある。
【００１３】
また、特許文献３では、特許文献１の光拡散板１０のかわりに、前面側の第２の基板２と
偏光板６の間にフィラー混入型拡散板またはマイクロレンズシートからなる拡散板を配置
したものが記載されている。そして、この拡散板に後方散乱特性を持たせることにより、
前面側から入射した外光２１の一部を液晶層３を通過させることなくそのまま前面側に反
射させて戻すことにより、画面の輝度の底上げを行っている。
【００１４】
尚、特許文献３ではその変形例として前面側ではなく、背面側の第１の基板１と偏光板５
との間に拡散板を配置したもの、あるいは前面側の第２の基板２と偏光板６との間及び背
面側の第１の基板１と偏光板５との間の両方に拡散板を配置した例が記載されている。但
し、特許文献３では、背面側に配置した場合は画面の輝度の底上げのための光は液晶層３
を通過することになるので表示する画像に応じて前面側に出射される光の量が変わってし
まうため、前面側に配置したほうが良いと記載されている。
【００１５】
【特許文献１】
特開２００２－９８９６０号公報（段落００３３～００４３、図１～図５）
【特許文献２】
特開２００２－９８９６３号公報（段落００４４、００６０、０１３０～０１３２、図１
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、図３、図５）
【特許文献３】
特開２００１－９１９４３号公報（段落００３７、００７３～００７６、００８７～００
８９、図１～図５）
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、本出願の発明者は従来の液晶表示装置には次のような問題があることを見
出した。
【００１７】
図１０は、従来の２番目の方式の液晶表示装置の画面を斜めから見たときの問題点を説明
する斜視図である。
【００１８】
従来の１番目の方式では、バックライトの光源を利用した透過表示時において光の利用効
率が低くなるため、透過率を重視した場合には２番目の方式のほうが有利となる。
【００１９】
ところが、２番目の方式を採用した場合、外光を利用した反射表示の時に、表示領域３０
の一部に黒を表示して観察者が画面を斜めから見ると、本来の黒表示領域３１の奥の方に
薄い影３２が見えることに気が付いた。
【００２０】
この現象は、次のような理由で発生するものと考えられる。
【００２１】
図１１は、図１０のような影が発生する理由を説明する断面図である。
【００２２】
図９で説明した従来の構造において観察者の目４０が斜めから画面を見た場合を考える。
前面から入射した外光２３は、白表示を行う領域の液晶層３を経由するためそのまま液晶
表示パネルを通過し、光拡散板１０で拡散された後、反射板８で反射し、反射光２５とな
る。反射光２５は光拡散板１０で拡散された後、背面側の偏光板５で直線偏光になり、液
晶層３のうちの黒表示を行う領域３４を通過したあと、前面側の偏光板６で吸収されるた
め、図において点線で示したように反射光２５は観察者の目４０までは届かず、本来の黒
表示領域３１が表示される。
【００２３】
一方、前面側から入射した外光２４は黒表示を行う領域３４の液晶層３を通過するため、
背面側の偏光板５で吸収されて液晶表示パネルの裏側にも黒表示領域３３が形成される。
このとき、図において点線で示したように外光２４は反射板８まで届かず、反射光２６も
観察者の目４０には返ってこない。そして、観察者の目４０から見ると、裏側の黒表示領
域３３が反射板８に映し出される結果、影３２として見えてしまう。尚、影３２は光拡散
板１０によって多少端部がぼかされるものの、完全に消される状態にまでは至っていない
。
【００２４】
また、図示はしていないが、反射板８だけでなく、光拡散板１０にも影が映るということ
も考えられる。
【００２５】
尚、従来の１番目の方式の場合は半透過反射型の液晶表示パネルを用いるため、多少は同
じ原理によって影ができると考えられるが、背面の偏光板に至る前に内蔵された反射膜に
よって反射表示が行われる方が支配的であるため、影はほとんど目立っていなかった。
【００２６】
以上の説明は特許文献１のような構造の場合を例に説明したものであるが、特許文献２の
ような拡散層を用いた場合でも、影３２を消すまでには至らない。
【００２７】
また、特許文献３の場合、画面の輝度底上げのために後方散乱を起こす拡散層を用いてい
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るが、この場合は輝度の向上は見られるものの、コントラストが低下してしまうという問
題がある。さらに、前面側に拡散層を配置した場合には高精細化が進んだ時には画像がぼ
けてしまうという問題もある。
【００２８】
このように、従来は特許文献１～３の何れも、影３２についての問題については認識され
ておらず、検討がなされていなかった。
【００２９】
本発明はこのような背景のもとになされたものであり、本発明の目的は良好な視認性を確
保した液晶表示装置を得ることにある。
【００３０】
本発明のその他の課題や目的については明細書全体から明らかにされる。
【００３１】
【課題を解決するための手段】
そこで、本発明では、背面側の第１の基板１から反射板８までの間に、少なくとも２つ以
上の光拡散層を設けた。
【００３２】
本発明の代表的な構成の一例を列挙すると次のとおりである。
【００３３】
（１）、一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
前記液晶表示パネルの背面に配置され、光源と反射板とを有するバックライトとを備え、
前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光を
前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
前記一対の基板のうちの背面側の基板と前記バックライトの反射板との間に配置された少
なくとも２つ以上の光拡散層を備えることを特徴とする。
【００３４】
（２）、（１）において、前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散板または拡散シー
トであることを特徴とする。
【００３５】
（３）、（１）または（２）において、前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡散粘着
材であることを特徴とする。
【００３６】
（４）、（１）から（３）の何れかにおいて、前記光拡散層のうちの少なくとも１つは拡
散フィルムであることを特徴とする。
【００３７】
（５）、一対の基板の間に液晶層を挟持する透過型の液晶表示パネルと、
光源と、
前記液晶表示パネルの背面側に配置され前記光源からの光が入射される導光体と、
前記導光体の背面に配置された反射板とを備え、
前記光源からの光を用いる透過表示と、前記液晶表示パネルの前面側から入射する外光を
前記反射板で反射させて用いる反射表示とが可能な液晶表示装置であって、
前記一対の基板のうちの背面側の基板と前記導光体との間に配置された少なくとも２つ以
上の光拡散層を備えることを特徴とする。
【００３８】
（６）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間
に配置された偏光板と、
前記背面側の基板と前記偏光板との間に配置された前記光拡散層とを備えることを特徴と
する。
【００３９】
（７）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間
に配置された偏光板と、
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前記背面側の基板と前記偏光板との間に配置され前記光拡散層として作用する拡散粘着材
とを備えることを特徴とする。
【００４０】
（８）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間
に配置された偏光板と、
前記偏光板の前記導光体の位置する側の表面に配置された前記光拡散層とを備えることを
特徴とする。
【００４１】
（９）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との間
に配置され、光拡散層として作用するＡＧ付き偏光板を備えることを特徴とする。
【００４２】
（１０）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との
間に配置された偏光板と、
前記偏光板と前記導光体との間に配置された反射偏光板と、
前記偏光板と前記反射偏光板との間に配置された光拡散層とを備えることを特徴とする。
【００４３】
（１１）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との
間に配置された偏光板と、
前記偏光板と前記導光体との間に配置された反射偏光板と、
前記偏光板と前記反射偏光板との間に配置され前記光拡散層として作用する拡散粘着材と
を備えることを特徴とする。
【００４４】
（１２）、（５）において、前記一対の基板のうちの前記背面側の基板と前記導光体との
間に配置された偏光板と、
前記偏光板と前記導光体との間に配置された反射偏光板と、
前記背面側の基板と前記偏光板との間に配置された前記光拡散層と、
前記偏光板と前記反射偏光板との間に配置された前記光拡散層とを備えることを特徴とす
る。
【００４５】
（１３）、（５）から（１２）の何れかにおいて、前記光拡散層の１つとして作用する拡
散板または拡散シートを備えるとともに、
前記拡散板または前記拡散シートは前記少なくとも２つ以上の光拡散層のうち最も前記導
光板に近い位置に配置されていることを特徴とする。
【００４６】
尚、本発明は以上に列挙した構成に限定されることなく、本発明の技術思想を逸脱しない
範囲で種々の変更が可能である。
【００４７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を、図面を参照しながら説明する。
【００４８】
［第１の実施例］
図１は、本発明の第１の実施例を説明する断面図である。
【００４９】
本実施例における液晶表示パネルは、シール材４によって貼り合わされた一対の基板（第
１の基板１と第２の基板２）の間に液晶層３が挟持され、背面側に位置する第１の基板１
の背面には偏光板５が、前面側に位置する第２の基板２の前面には偏光板６がそれぞれ設
けられている。
【００５０】
この液晶表示パネルは、透過型の液晶表示パネルであれば例えばＳＴＮ方式、ＴＮ方式、
縦電界方式、横電界方式など何れの方式であっても良い。尚、第１の基板１と第２の基板
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２とのうち少なくとも一方の内面には液晶層３を駆動するための図示しない電極が設けら
れている。また、液晶層３の初期配向方向を決める配向膜や、カラー表示を行うためのカ
ラーフィルタ等、必要に応じて様々な部材が設けられるが、図示を省略した。また、一対
の基板の外側には必要に応じて位相差板やタッチパネル等を配置してもよい。
【００５１】
液晶表示パネルの背面（観察者と反対側）には、バックライトが配置されている。本実施
例においては、バックライトの一例として、光源９と、光源９からの光が入射される導光
体７と、導光体７の背面に配置された反射板８により構成されている。尚、導光体７の形
状には特に制限はなく、例えばプリズムの機能を果たす溝等を有していても良い。反射板
８としては例えば金属板や金属色もしくは白色の樹脂製のシートなどを用いることができ
る。また、本明細書においては、金属膜を導光体７の裏側に蒸着したようなものもこの反
射板８の概念に含まれるものとする。光源９としては例えば発光ダイオード（ＬＥＤ）や
冷陰極蛍光管などを用いることができる。
【００５２】
尚、本発明においてバックライトに必要な機能としては、少なくとも透過表示の際に用い
られる光源の機能と、反射表示の際に用いられる反射の機能の２つが必要であるため、光
源９と反射板８とを有している。この２つの機能を有していれば、どのような形式のバッ
クライトであってもかまわない。例えば、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）のような光
源と、反射機能とを組み合わせたものであっても良い。
【００５３】
このような構成により、光源９からの光２０を用いて透過表示が可能なだけではなく、液
晶表示パネルの前面側からの外光２１をバックライトの反射板８で反射させ、反射光２２
を用いて反射表示も可能となっている。尚、光の利用効率を上げるため、液晶表示パネル
の透過率はなるべく高いほうが望ましい。例えば、開口率を向上させたり、カラーフィル
タを薄くするなど、反射表示においても十分な視認性が確保される工夫がなされることが
望ましい。
【００５４】
また、本実施例においては、バックライトの導光体７と液晶表示パネルの背面側の偏光板
５との間に光拡散層１０を配置するだけでなく、背面側の偏光板５と背面側の第１の基板
１との間にも光拡散層１１を配置した。すなわち、背面側の第１の基板１と反射板８との
間に２つの光拡散層１０、１１を配置している。
【００５５】
光拡散層１０としては、例えば光拡散板や光拡散シートなどを用いることができる。また
、光拡散層１１としては、例えば拡散粘着材を用いることができ、これによって偏光板５
を第１の基板１に貼り付ける機能をも兼ねることができ、部材数を低減できる。尚、光拡
散層１１として拡散粘着材を用いず、例えば光拡散板や光拡散シートや光拡散フィルムな
どのその他の部材を用いても良い。
【００５６】
この光拡散層１０、１１によって、輝度むらのない表示を得ることができるだけでなく、
図１０で説明した斜めから見たときの影３２の影響を低減することができる。
【００５７】
図２は、図１の実施例において影を低減できる理由を説明する断面図である。
【００５８】
本実施例においても、図１０及び図１１で説明したように観察者の目４０が斜めから画面
を見た場合を考える。前面から入射した外光２３は、白表示を行う領域の液晶層３を経由
するためそのまま液晶表示パネルを通過した後、反射板８で反射し、反射光２５となる。
反射光２５は、背面側の偏光板５で直線偏光になり、液晶層３のうちの黒表示を行う領域
３４を通過したあと、前面側の偏光板６で吸収されるため、図において点線で示したよう
に反射光２５は観察者の目４０までは届かず、本来の黒表示領域３１が表示される。
【００５９】
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一方、前面側から入射した外光２４は黒表示を行う領域３４の液晶層３を通過するため、
背面側の偏光板５で吸収されて液晶表示パネルの裏側にも黒表示領域３３が形成される。
【００６０】
しかし、本実施例の場合、図１１の時と異なり光拡散層は１０、１１の２箇所に配置され
ている。したがって、外光２３は光拡散層１１で散乱された後、散乱されず直進する光と
散乱された光の両方ともさらに光拡散層１０において拡散されるため、反射板８に届いた
時には光拡散層１０または光拡散層１１の一方のみでは届かない場所まで光が十分に拡散
されて届くこととなる。そして、その光が反射されて反射光２７となり、再び光拡散層１
０、１１の２箇所で拡散されることにより、今まで届かなかった光が観察者の目４０に届
くことになる。
【００６１】
さらに、別の場所から入射する外光２８についても、２つの光拡散層１０、１１により十
分に拡散されることにより、光拡散層１０または光拡散層１１の一方のみでは届かない範
囲まで十分に拡散されることにより反射光として観察者の目４０まで届くこととなる。
【００６２】
このように、２つの光拡散層１０、１１により十分に拡散することで、影３２はほとんど
目立たなくなる。
【００６３】
また、反射板８でなく、光拡散層１０に影が映る場合があったとしても、十分な拡散がな
されることによりほとんど視認性には影響を及ぼさない。
【００６４】
尚、光を十分に拡散するためには、光拡散層１０、１１と反射板８は互いに距離を離して
おいた方が効果的である。そこで、本実施例においては、光拡散層１１を第１の基板１と
偏光板５との間に配置することにより、光拡散層１０との間の距離を大きくしている。ま
た、光拡散層１０と反射板８との間に関しても導光体７があることにより両者の間の距離
を大きくしている。
【００６５】
また、本実施例においては、液晶表示パネルの背面側に少なくとも２つ以上の光拡散層１
０、１１を設けることとし、液晶表示パネルの前面側には設けないことが望ましい。その
理由は、液晶表示パネルの前面側に光拡散層を設けた場合、高精細化が進むと画像がぼや
けてしまい、視認性が低下するからである。高精細の例としては例えば、１つのサブピク
セルの大きさが縦２００μｍ以下、横２００／３μｍ以下であるような場合である。但し
、画像のぼけが気にならなければさらに液晶表示パネルの前面側にも光拡散層を設けてか
まわない。
【００６６】
また、本実施例においては、斜めから見たときの影を目立たなくする効果があるため、例
えば横電界方式などの広視野角（例えば視野角が１５０度以上の場合など）の液晶表示装
置ではその効果が大きい。
【００６７】
［第２の実施例］
図３は、本発明の第２の実施例を説明する断面図である。
【００６８】
本実施例において、これまで説明した他の実施例と重複する点については説明を省略する
。本実施例において図１の第１の実施例と異なる構成は、第１の基板１と偏光板５との間
の光拡散層１１に替えて、偏光板５の背面側（導光体７の位置する側）の表面に光拡散層
１２を配置した点である。
【００６９】
光拡散層１２としては、例えば、光拡散層として作用するＡＧ付き偏光板を用いれば部材
数が少なくて済む。尚、これに限られず、拡散粘着材、拡散板、拡散シート、拡散フィル
ムなどを用いてもかまわない。
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【００７０】
［第３の実施例］
図４は、本発明の第３の実施例を説明する断面図である。
【００７１】
本実施例において、これまで説明した他の実施例と重複する点については説明を省略する
。本実施例において図１の第１の実施例と異なる構成は、プリズムシート１３を追加した
点である。
【００７２】
プリズムシート１３の位置は、図４では偏光板５と光拡散層１０の間に配置したが、これ
に限られず、光拡散層１０と導光板７の間や、導光板７と反射板８の間としてもよい。プ
リズムシート１３の数は１枚でも２枚以上でも良い。
【００７３】
［第４の実施例］
図５は、本発明の第４の実施例を説明する断面図である。
【００７４】
本実施例において、これまで説明した他の実施例と重複する点については説明を省略する
。本実施例において図１の第１の実施例と異なる構成は、偏光板５の背面側に反射偏光板
１４を追加した点である。
【００７５】
［第５の実施例］
図６は、本発明の第５の実施例を説明する断面図である。
【００７６】
本実施例において、これまで説明した他の実施例と重複する点については説明を省略する
。本実施例において図５の第４の実施例と異なる構成は、光拡散層１５の位置である。す
なわち、第１の基板１と偏光板５との間の光拡散層１１に替えて、偏光板５と反射偏光板
１４との間に光拡散層１５を配置した。
【００７７】
光拡散層１５としては、例えば光拡散層として作用する拡散粘着材を用い、偏光板５と反
射偏光板１４とを貼り合わせるようにすれば部材数が少なくて済む。尚、このような構成
に限られず、他の光拡散層として作用する部材を用いても良い。
【００７８】
［第６の実施例］
図７は、本発明の第６の実施例を説明する断面図である。
【００７９】
本実施例において、これまで説明した他の実施例と重複する点については説明を省略する
。本実施例において図５の第４の実施例と異なる構成は、光拡散層１０、第１の基板１と
偏光板５との間の光拡散層１１に加え、偏光板５と反射偏光板１４との間にも光拡散層１
５を配置した点である。
【００８０】
光拡散層１１、１５として、例えば光拡散層として作用する拡散粘着材を用いれば部材数
が少なくて済む。尚、このような構成に限られず、他の光拡散層として作用する部材を用
いても良い。
【００８１】
本実施例においてこれまでに説明した他の実施例と異なる構成は、第１の基板１と反射板
８との間に配置された光拡散層が３層あることである。尚、３層に限られず、４層以上と
しても良い。光拡散層の数が多ければそれだけ拡散の効果は大きくなるが、光のロスの観
点からは、なるべく数が少ない方が望ましい。
【００８２】
［第７の実施例］
図８は、本発明の第７の実施例を説明する断面図である。
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本実施例において、これまで説明した他の実施例と重複する点については説明を省略する
。本実施例において図７の第６の実施例と異なる構成は、光拡散層１０を省略した点であ
る。
【００８４】
［その他の変形例］
これまで説明した実施例は、互いに矛盾しない限り２つ以上を相互に組み合わせることが
可能である。例えば、図４の第３の実施例で説明したプリズムシート１３を図５の第４の
実施例に適用するなどである。
【００８５】
【発明の効果】
これまで説明した本発明の実施例及び変形例によれば、良好な視認性を確保した液晶表示
装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例を説明する断面図である。
【図２】図１の実施例において影を低減できる理由を説明する断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例を説明する断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例を説明する断面図である。
【図５】本発明の第４の実施例を説明する断面図である。
【図６】本発明の第５の実施例を説明する断面図である。
【図７】本発明の第６の実施例を説明する断面図である。
【図８】本発明の第７の実施例を説明する断面図である。
【図９】従来の２番目の方式の液晶表示装置の一例を説明する断面図である。
【図１０】従来の２番目の方式の液晶表示装置の画面を斜めから見たときの問題点を説明
する斜視図である。
【図１１】図１０のような影が発生する理由を説明する断面図である。
【符号の説明】
１…第１の基板、２…第２の基板、３…液晶層、４…シール材、５，６…偏光板、７…導
光体、８…反射板、９…光源、１０，１１，１２，１５…光拡散層、１３…プリズムシー
ト、１４…反射偏光板、２０…光源からの光、２１，２３，２４，２８…外光、２２，２
５，２６，２７…反射光、３０…表示領域、３１，３３，３４…黒表示領域、３２…影、
４０…観察者の目。
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